
幕
末
維
新
期
の
福
井
藩
人
事
関
係
資
料
（
松
平
文
庫
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に
つ
い
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は
じ
め
に

　

松
平
文
庫
に
は
幕
末
維
新
期
の
福
井
藩
士
に
つ
い
て
の
人
事
関
係
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
目

録
番
号
九
一
七
か
ら
九
二
七
の
一
〇
点
四
七
冊
（
九
一
九
「
姓
名
録
」
一
〇
冊
は
天
保
期
ま
で
を
扱
っ
た
資
料
な

の
で
除
外
）
で
、
表
の
よ
う
に
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
編
が
主
に
対

象
と
す
る
の
は
こ
の
う
ち
の
九
一
七
「
剝
札
」・
九
二
一
「
士
族
」
で
す
が
、
説
明
の
都
合
上
、
他

の
グ
ル
ー
プ
の
中
心
資
料
「
新
番
格
以
下
」
と
「（
士
族
略
履
歴
）」
の
説
明
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し

ま
す
。

一
、
卒
身
分
の
藩
士
の
記
録

　

九
二
六
「
新
番
格
以
下
」
は
表
紙
に
は
「
新
番
格
以
下
諸
下
代
迄
」
と
あ
る
よ
う
に
、
参
考
資
料

の
家
格
別
人
数
表
の
「
与
力
」
か
ら
「
下
代
」、
す
な
わ
ち
「
諸
組
（
足
軽
）」
を
除
く
「
卒
」
身
分

の
藩
士
の
人
事
記
録
で
す
。「
卒
」
身
分
の
藩
士
は
一
代
限
り
の
召
抱
え
が
原
則
で
、
家
督
相
続
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
は
親
の
引
退
後
、
子
供
が
新
た
に
召
抱
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

し
た
が
っ
て
家
ご
と
に
書
き
継
ぎ
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
こ
の
た
め
家
ご
と
（
同
姓
複
数

の
場
合
は
扶
持
高
順
）
に
、
い
ろ
は
別
で
七
分
冊
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
各
冊
子
と
も
裏
表
紙
に
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
十
一
月
付
で
「
書
役
」
の
名
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
（
写
真
１
）。
二
人
目
の
大
橋
佐
四
郎
の
肩
書
き
は
「
石
原
甚
十
郎
物
書
」
と
あ
り
、
三

人
目
以
降
の
肩
書
き
に
あ
る
横
田
、
土
屋
、
中
根
、
浅
井
を
含
め
て
す
べ
て
当
時
の
目
付
で
す
。『
福

解
　
説

表　幕末維新期の福井藩人事関係資料（松平文庫）

番号 資　　　　　料　　　　　名 数量 判型 備考
917 剝札上・下　嘉永四 2 冊 美濃
921 士族 1－7〔3 欠、表紙貼紙ニ「十四冊之内」トアリ〕 6 冊 半紙
922 子弟輩 1－3〔表紙貼紙ニ「十四冊之内」トアリ〕 3 冊 半紙
926 新番格以下 1－7　御記録方 7 冊 半紙 書役
923 新番格以下増補雑輩〔表紙貼紙ニ「十四冊之内」トアリ〕 1 冊 半紙
918 雑輩之類剝札　御記録方 1 冊 半紙 書役
924 元陪臣乾・坤〔表紙貼紙ニ「十四冊之内」トアリ〕 2 冊 半紙
925 徳川家脱走御預人〔表紙貼紙ニ「十四冊之内」トアリ〕 1 冊 半紙
920 （士族略履歴）1－13　御記録方〔6 欠〕 12 冊 美濃 認方など
927 （諸役人并町在御扶持人姓名）御記録方 〔表紙貼紙ニ「共十三冊」トアリ、7 欠〕 12 冊

    －1 御役人列集 半紙
    －2 御役人列集 半紙
    －3 御医師御鍼医御目医師御外科 美濃 認方など
    －4 御茶道御絵師御儒者（中略）御鷹方御餌刺御鵜匠蘭学方英学方 美濃 認方など
    －5 御徒目付御徒組頭  美濃 認方など
    －6 御徒  美濃
    －8 御坊主記録 美濃 認方など
    －9 御料理方御菓子方椀奉行 美濃 認方など
－10 滅切 美濃
－11 御本丸一ツ橋紀州田安京都江戸大坂大津柏崎（以下略） 半紙
－12 御国町方 半紙
－13 御国在方 半紙



井
藩
史
事
典
』（
鈴
木
準
道
著
、
舟
沢
茂
樹
校
訂
）
に
よ
れ
ば
、「
御
目
付
役
（
六
人
）
は
執
法
官
に
て
番
士
よ
り

人
撰
拝
命
、
国
政
枢
機
に
関
し
上
は
家
老
職
よ
り
下
は
荒あ
ら
子し
こ
に
至
る
ま
で
褒
貶
・
黜
陟
を
掌
る
」
と
あ
り
、
ま
た

「
目
付
が
部
下
と
し
て
使
用
す
る
に
徒
目
付
（
中
略
）、
此
外
に
目
付
組
（
一
組
十
人
。
此
内
に
小
頭
・
分ぶ
ん
や
く役
・
物

書
等
一
名
づ
つ
あ
り
）
あ
り
。
徒
目
付
并
小
頭
・
分
役
・
物
書
等
は
日
々
市
街
見
廻
り
、
大
小
に
よ
ら
ず
目
撃
し

た
る
事
を
目
付
へ
報
告
、
ま
た
内
密
調
事
に
従
事
す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
新
番
格
以
下
」
七

冊
は
、
弘
化
四
年
十
一
月
「
褒
貶
・
黜
陟
」
す
な
わ
ち
人
事
管
理
を
掌
る
目
付
の
職
務
上
、
そ
の
下
で
「
内
密
調

事
」
な
ど
に
従
事
す
る
「
目
付
物
書
」
が
手
分
け
し
て
作
成
し
た
、
卒
身
分
の
藩
士
各
家
の
先
祖
を
含
む
人
事
記

録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

な
お
写
真
一
人
目
の
二
見
浦
右
衛
門
に
つ
い
て
「
新
番
格
以
下
」
は
、
目
付
浅
井
八
百
里
組
の
物
書
で
あ
り

「
弘
化
四
未
九
月
十
六
日
訳
合
も
有
之
ニ
付
、
諸
下
代
之
内
江
被
召
出
」「
同
月
十
八
日
御
目
付
御
記
録
書
継
方
下

代
被
仰
付
候
」
と
記
録
し
て
い
ま
す
。
ま
た
二
見
の
後
任
の
鷲
田
直
四
郎
に
つ
い
て
も
「
弘
化
四
未
年
十
月
十
九

日
江
戸
詰
之
処
、
御
呼
返
し
浅
井
八
百
里
物
書
役
被
仰
付
」
と
記
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
「
新
番

格
以
下
」
の
編
さ
ん
作
業
は
、
本
巻
六
一
ペ
ー
ジ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
前
年
の
七
月
九
日
に
目
付
に
就
任
し
た

浅
井
が
中
心
に
な
り
、
各
目
付
の
書
役
を
動
員
し
約
二
か
月
間
で
仕
上
げ
た
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
新
番
格
以
下
」
は
、
こ
う
し
て
完
成
さ
れ
た
後
も
何
人
も
の
筆
跡
で
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
頃
ま
で
書
き
継

が
れ
て
お
り
、福
井
藩
の
「
卒
」
身
分
の
藩
士
の
人
事
記
録
と
し
て
は
、唯
一
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
士
分
の
藩
士
と
専
門
職
の
記
録

　

九
二
〇
「（
士
族
略
履
歴
）」
は
家
格
別
人
数
表
の
「
本
多
家
」
か
ら
「
新
番
格
」
ま
で
の
士
分
の
藩
士
に
つ
い
て
、

各
家
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
歴
代
当
主
の
人
事
記
録
で
、
い
ろ
は
別
に
、
禄
高
順
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
家

ご
と
に
丁
が
改
め
ら
れ
て
い
て
、
書
き
継
ぎ
に
よ
り
行
が
詰
ま
れ
ば
新
た
に
紙
を
綴
り
足
す
形
で
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
家
と
も
天
保
十
一
年
頃
ま
で
が
同
じ
筆
跡
で
す
か
ら
、
こ
の
頃
に
一
応
完
成
し
、
そ
の
後
は
何
人
も
の

写真 1 「新番格以下」書役
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筆
跡
で
明
治
二
年
頃
ま
で
書
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
各
冊
子
と
も
裏
表
紙
に
「
認
方
」
と
「
読
合
」
の
名
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。
冊
子
に
よ
り
役
割
、
顔
ぶ
れ
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
天
保
期
に
御
奉
行
下

代
を
勤
め
て
い
る
者
が
確
認
で
き
る
程
度
で
、
こ
れ
に
よ
り
作
成
の
主
管
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
九
二
七
「（
諸
役
人
并
町
在
御
扶
持
人
姓
名
）」
一
三
分
冊
の
う
ち
枝
番
三
か
ら
一
〇
の
七
冊

（
七
欠
本
）
は
「（
士
族
略
履
歴
）」
と
同
じ
体
裁
の
美
濃
判
で
、
う
ち
五
冊
に
は
同
様
に
「
認
方
」
と
「
読
合
」

の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「（
士
族
略
履
歴
）」
と
同
時
に
作
成
さ
れ
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
書
き
継
が

れ
た
も
の
で
、
医
師
や
絵
師
な
ど
専
門
職
の
藩
士
の
履
歴
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
格
別
人
数
表
に
見
る
と
お

り
、
医
師
や
絵
師
な
ど
の
専
門
職
も
禄
高
に
よ
り
士
分
に
格
付
け
さ
れ
る
者
も
あ
り
ま
す
が
、「（
士
族
略
履
歴
）」

に
は
記
載
さ
れ
ず
、
別
に
専
門
職
と
し
て
、
医
師
や
絵
師
な
ど
の
職
種
ご
と
に
、
士
分
か
ら
卒
ま
で
を
ま
と
め
て

記
載
、
管
理
し
て
い
ま
す
。
じ
つ
は
卒
の
人
事
記
録
で
あ
る
「
新
番
格
以
下
」
に
も
こ
れ
ら
専
門
職
は
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
一
般
職
は
士
分
が
「（
士
族
略
履
歴
）」、
卒
が
「
新
番
格
以
下
」
と
分
け
て
管
理
さ
れ

た
の
に
対
し
て
、
専
門
職
は
職
種
ご
と
に
、
士
分
・
卒
が
ま
と
め
て
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
れ
ら
一
連
の
資
料
の
表
紙
に
は
「
御
記
録
方
」
と
あ
り
ま
す
。
先
の
『
福
井
藩
史
事
典
』
は
「
御

目
付
の
管
理
の
も
と
に
立
つ
者
」
と
し
て
「
上
水
奉
行
一
名
・
徒
目
付
十
四
人
・
記
録
方
一
人
」
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
御
記
録
方
」
は
こ
の
御
目
付
の
管
理
下
に
あ
る
「
記
録
方
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
資
料
が
目
付
の
所
管
に
よ
っ
て
作
成
管
理
さ
れ
た
人
事
関
係
資
料
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
、
も
う
ひ
と
つ
の
士
分
の
記
録

　
「
剝
札
」
と
「
士
族
」
は
、
一
般
職
と
専
門
職
を
含
む
士
分
の
み
の
人
事
記
録
で
す
。
こ
の
点
で
は
「（
士
族
略

履
歴
）」
な
ど
と
内
容
が
部
分
的
に
重
複
す
る
資
料
で
す
。「
剝
札
」
は
美
濃
判
で
二
分
冊
、「
士
族
」
は
半
紙
判

で
七
分
冊
（
内
一
冊
欠
本
）
で
す
。「
剝
札
」
は
士
分
各
家
に
つ
い
て
、
最
近
の
引
退
当
主
ま
で
、
歴
代
当
主
の

履
歴
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
各
家
は
、
い
ろ
は
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
禄
高
順
に
配
列
さ
れ
て
、
同
姓

写真 2 「（士族略履歴）」認方など
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複
数
の
場
合
に
限
っ
て
最
高
禄
高
の
家
に
続
け
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
「
士
族
」
に
は
、
現
役
当
主
の
み

の
履
歴
が
、
い
ろ
は
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
禄
高
順
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
剝
札
」
の
最
大
の
特
色
は
、
履
歴
の
記
載
さ
れ
た
短
冊
型
の
紙
片
を
貼
り
付
け
て
整
理
し
て
い
る
点
で
、
お

お
よ
そ
明
和
・
安
永
期
頃
ま
で
の
短
冊
は
美
濃
判
の
原
簿
か
ら
、
そ
れ
以
降
は
半
紙
判
の
原
簿
か
ら
剝
ぎ
取
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
剝
札
」
の
表
紙
に
は
「
嘉
永
四
辛
亥
歳
ヨ
リ
改
正
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
時
、

古
い
美
濃
判
の
原
簿
と
そ
れ
に
続
く
新
し
い
半
紙
判
の
原
簿
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
お
お
よ

そ
元
治
期
以
降
の
記
録
は
、
半
紙
判
の
原
簿
を
切
り
取
っ
て
貼
り
付
け
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
「
士
族
」
が
、
お
お
よ
そ
元
治
期
ま
で
は
半
紙
判
の
短
冊
、
そ
れ
以
降
は
直
接
記
載
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
士
族
」
搭
載
の
当
主
が
現
役
引
退
す
る
と
、
短
冊
部
分
は
剝
ぎ
取
ら
れ
、
直
接
記
載
の

部
分
は
切
り
取
ら
れ
て
「
剝
札
」
に
あ
ら
た
に
貼
り
足
さ
れ
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
剝
札
」
と
「
士
族
」
は
、
内
容
が
連
続
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
「
い
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
「
剝
札
」
七
二
家
と
、「
士
族
」
六
八
家
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、

う
ち
六
一
家
が
接
続
し
、「
剝
札
」
の
残
り
一
一
家
は
降
格
二
家
、
改
名
六
家
、
そ
の
他
三
家
と
な
り
、
ま
た
「
士

族
」
の
残
り
七
家
は
元
武
生
の
家
臣
二
家
、新
規
召
出
四
家
、改
名
一
家
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
剝
札
」

と
「
士
族
」
の
内
容
は
、
接
続
す
べ
き
家
は
す
べ
て
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、ひ
と
つ
の
資
料
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
「
剝
札
」「
士
族
」
を
、内
容
の
よ
く
似
て
い
る
「（
士

族
略
履
歴
）」
と
比
較
し
て
み
る
と
、
記
録
の
下
限
が
明
治
五
年
と
長
く
、
内
容
も
豊
富
で
あ
り
、
医
師
・
絵
師

な
ど
の
専
門
職
も
含
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
利
用
価
値
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、「
剝
札
」

と
「
士
族
」
を
連
結
し
て
『
福
井
藩
士
履
歴
』
と
し
、
翻
刻
、
刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
理
由
で
す
。
そ
の
際
、
各

家
は
「
剝
札
」
の
記
載
順
と
し
、
利
用
の
便
を
考
慮
し
て
、
五
十
音
順
に
組
み
替
え
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で「
士
族
」は
第
三
冊
の「
か
よ
た
れ
そ
」が
欠
落
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
補
う
べ
き「（
士
族
略
履
歴
）」

も
第
六
冊
の
「
よ
た
れ
そ
」
が
欠
け
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
「
か
」
は
「（
士
族
略
履
歴
）」
で
補
い
、「
よ
た
れ
そ
」



は
内
容
が
似
て
い
る
明
治
元
年
の
八
九
八
「
藩
制
役
成
」
を
利
用
す
る
予
定
で
す
。
同
書
は
福
井
藩
士
分
九
六
五

名
の
履
歴
付
き
職
員
録
で
、
す
で
に
『
福
井
市
史　

資
料
編
５
』
に
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
そ
の
解

題
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

　
「
剝
札
」「
士
族
」
の
筆
耕
原
稿
は
大
学
ノ
ー
ト
四
九
冊
（
剝
札
二
八
冊
・
士
族
二
一
冊
）
に
の
ぼ
り
、
す
べ
て

田
原
健
子
氏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
ま
し
た
。
氏
は
引
き
続
い
て
「（
士
族
略
履
歴
）」
四
五
冊
、「
新
番

格
以
下
」
二
八
冊
、「
子
弟
輩
」
五
冊
、「
御
医
師
」「
御
茶
道
」
な
ど
一
一
冊
と
、
合
計
で
大
学
ノ
ー
ト
一
三
八

冊
の
筆
耕
を
す
で
に
終
え
ら
れ
、
な
お
精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
遠
か
ら
ず
し
て
、
資
料
群
全
体

の
筆
耕
を
完
了
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
の「
剝
札
」「
士
族
」す
な
わ
ち『
福
井
藩
士
履
歴
』で
も
六
分
冊
で
、

発
刊
完
了
に
最
短
で
も
六
年
を
要
す
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
以
上
の
翻
刻
、
発
刊
計
画
の
延
長
拡
大
は
望

め
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
何
ら
か
の
形
で
、
こ
の
膨
大
な
情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み

ま
せ
ん
。





参考資料

福井藩家臣団の家格別人数
(嘉永５年)

・荒子・中間等の小者973人を除く
・舟沢茂樹氏「福井藩家臣団と藩士の昇進」
　『福井県地域史研究』創刊号 1970年による
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その他 1

◆

略

医師・絵師など　
召出　 2　改名　 1
その他 3

資料別家数・人数

◆札と士族・士族略履歴との連繋（い・かを例に）

家      格 人　数

（

士
族
略
履
歴

諸
役
人
并
町
在
御
扶
持
人
姓
名

各資料と家格などとの関係

◆
　
　
札

士
　
　
族

子
弟
輩
な
ど

「かよたれそ」
欠

「よたれそ」欠

新番格以下

本多家
高知席
高　家
寄合席
定座番外席
番士  役番外
　　　大番など
新番・新番格
医師・絵師など

　士分合計

与力
小役人
一統目見席
小算・坊主・下代
諸組(足軽)

　卒合計

家臣団総計

1
16
2
38
14
106
495
81
49

　802

39
84
87
347

1,341

1,898

2,700

61

61 7

11◆

士

降格　 2　改名　 6
その他 3

元武生 2　召出　 4
改名　 1　

    ◆  士  略  藩

あ  46  47  41  51
い  72  68  62  69
う  13  14  11  14
え   8   7   6   7
お  67  77  67  77

か  66  欠  64  73
き  13   9   7  14
く  21  25  18  27
け   2   2   2   3
こ  21  22  20  28
さ  46  45  41  48
し  19  18  18  20
す  23  26  26  28
せ  10  10   7   9
そ   1　欠　欠   2
た  68  欠  欠   70
ち   2   2   6   2
つ  25  23  17  25
て   2   3   3   3
と  14  19  11  15
な  50  52  41  55
に  17  15  15  16
ね   1   1   1   2
の  12  11  10  11
は  40  46  37  44
ひ  26  23  20  17
ふ  10   9   9  11
ほ  24  26  22  34
ま  36  43  32  42
み  29  36  23  27
む   9  10   7  12
め   1   1   1   1
も   8   7   5   8
や  43  50  41  53
ゆ   2   1   2   2
よ  22  欠  欠   29
わ  10  15   8  11

藩
制
役
成

        

な
ど

増
補
雑
輩

剝

剝

・�「剝札」「士族」は一連の資料で、幕末維新期の福井藩家臣団（士分以上）の人事記録とし
てはもっとも充実している。
・「士族」の第３冊（かよたれそ）が欠本、「（士族略履歴）」「藩制役成」で補完が必要。
・「剝札」と「士族」「（士族略履歴）」は、ほぼ連繋する。「剝札」では改名や卒への降格、
��「士族」「（士族略履歴）」では子弟の新規召出（戊辰戦争など）、武生家臣などの新規繰入
　（明治３年２月）などが不連繋の原因。
・資料別家数・人数の「あ」～「え」は確定値。「お」以下は筆耕原稿などによる概数。

剝

剝

剝
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